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Ⅰ新技術の解説

１要旨

(1) 「ふくあかね」は「モモ福島1号」（♀）×「まさひめ」（♂）の交雑実生から選抜されたモモの新品種で
2004年4月に種苗法に基づく品種登録を申請した（図１、図２）。

(2) 開花期は「あかつき」と同時期で、花粉を有する。成熟期は満開から約110日で、｢あかつき｣より７
日程度遅く、育成地において８月上～中旬に収穫できる中生種に属する（表１）。

(3) 果形は円～偏円形、果重は220～300gで「あかつき」とほぼ同程度と見られる。果皮の地色は白色
で、着色は「あかつき」と同程度の着色となる。

(4) 果肉は白色で、肉質は溶質、果肉内に紅色素が若干見られる。食味は糖度13～15％で甘味が多
く、果汁が多い。酸味は少ないが収穫が早い場合や糖度が低いと酸味を感じることがある。日持ち
性は「あかつき」とほぼ同程度と見られる（図３）。

(5) 核割れは｢あかつき｣より少ない（図４）。裂果は発生しない。

２期待される効果

「ふくあかね」は、中生種「あかつき」と晩生種「川中島白桃」の間に収穫される品質良好な品種である。
栽培性についても比較的容易なため、農家経営に有利な品種として期待される。
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４普及上の留意点

(1) 摘蕾・摘果の遅れによって果実肥大が劣るため適切な着果調節を行う。

(2) 枝がやや下垂しやすいため、切り戻しせん定等により適切な結果枝の維持に心がける。

(3) 収穫が早いと酸味が気になることがあるので適期収穫に心がける。
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